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弥生時代の大型土坑　　　　
-東海地域を中心として-

●　蔭 山 誠 一

　1  はじめに

　尾張地域における弥生時代の集落遺跡を発掘
調査すると、竪穴住居、掘立柱建物、井戸、方
形集溝墓、環濠、土坑、溝など様々の形態をし
た遺構が検出できる。筆者は、近年当センター
における発掘調査に携わる中で、比較的土器な
ど遺物が多く出土し、阿弥陀寺遺跡の報告など
において焼土や炭、灰層を堆積する土坑として
分析された大型土坑について、当地域の弥生時
代集落を考える資料にならないだろうかという
認識を抱いていた。
　今回分析するような大型土坑は、1967 年に
石野博信氏により弥生時代における貯蔵のため
の施設としてとりあげられた「貯蔵施設の三形
態」である「屋内小土坑」、「屋外土坑」、「高床
倉庫」の「屋外土坑」の一部に当たり、弥生時
代の貯蔵施設について「中期以降の三者の実態
を要約すれば、住居に接していくつかの屋外土
坑が付設され、住居内には小土坑が、離れて集
落の一画には高床倉庫が建てられるという形態
をとる」としてまとめられた「屋外土坑」の恐
らく大部分に当たるものと思われる。石野氏が
当時全国で蓄積された弥生時代集落の調査事例
を網羅して分析された労作であり、各地の屋外
土坑についてその機能等にも追求された研究で

ある（石野 1967）。今回の分析は貯蔵施設と
しての大型土坑ではないが、大型土坑の占地の
結論は石野氏の屋外土坑の実態とされたものと
同じものを想定しているものと考えられる。同
様に弥生時代前半期の北部九州地域を中心に分
布する袋状竪穴についても、弥生時代の貯蔵施
設として武末純一氏が竪穴住居との関係から高
床倉庫と推定される掘立柱建物との集落内にお
ける位置関係から分析を試みられている（武末
1991）。また弥生時代の北部九州地域に展開す
る墓域内にある「墓域縁土坑」について、多く
の土器類が出土する類例から墓前における祭祀
に関する分析がある（川上 1995）。
　以上から考えると弥生時代の遺跡において、
様々な形態をとり、広く展開する遺構として認
識できる可能性が高いように思われる。そのた
めに弥生時代における遺跡の分析・研究の中で
は、集落の広がりや変遷を考えるための材料に
はなってきたが、個別の研究素材としてはあま
りとりあげられてこなかったものといえるだろ
う。
　よって本論では、弥生時代の東海地域におけ
る集落遺跡において、大型土坑がどのように展
開するのか、立地との関係、時期的変遷、遺
跡内における占地の特徴について検討したい。
尚、本論では土坑の平面における長径が 1.0m
以上のものを主体に分析し、また長径 0.5m以

　弥生時代の尾張地域の遺跡においてよくみられる大型土坑について、形態や埋土の特徴から、その

機能の主体を生活道具類の廃棄と考え、遺跡中では居住域に多く、墓域に少ないことを明らかにした。

さらに阿弥陀寺遺跡の事例から大型土坑が竪穴住居の周囲 10m程の範囲に掘られ、被熱痕跡がある

埋土の土坑が竪穴住居群の間の空閑地に多いことを推定した。また東海地域の弥生時代～古墳時代前

期前半にかけての遺跡にみられる大型土坑についても分析し、尾張地域における占地と同様な特徴を

確認した。東海地域では沖積微高地に立地する遺跡において多くの大型土坑が掘られ、弥生時代後期

～古墳時代前期初頭の遺跡に少ない傾向を指摘した。
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上 1.0m未満のものを中型土坑としてとりあげ
る（溝状の遺構は除く）。

　2  大型土坑の特徴

　まず、大型土坑の特徴について弥生時代の発
掘資料が多く、遺跡立地等条件が均質な尾張地
域における遺跡調査の事例をもとに考えたい
（表 1）。

（1） 大型土坑の形態分類とその傾向

　大型土坑の規模は、大きいもので長径が
10mを超し、短径においても 3mを超すもの
があるが、全体的には短径が１m前後であり、
竪穴住居より小さい。遺構の深度は規模により
様々であるが、30cm～ 50cm前後のものが多
いように思われ、全体的には竪穴住居よりは深
い遺構として検出される場合が多い。
　形態に関しては、一色青海遺跡において平面
の形態分類を、阿弥陀寺遺跡において埋土の分
類がされている。この結果からは、土坑の使わ
れ方には焼土と灰層・炭層が互層になるものや
炭層が顕著にみられるもの、多量の土器が出土
するもの、それらがあまりみられないものが存
在することから、機能の違いを推定できるが、
土坑の平面や断面形態との対応関係はあまり認
められていない。また焼土と灰層・炭層のラミ
ナ堆積が顕著に認められる土坑は、土坑内にお
ける火の利用も考えられるが、土坑内の壁面が
被熱しているものはない。阿弥陀寺遺跡の報告
に指摘があるように、集落遺跡の土坑の埋土は
違いがあり分類は可能ではあるが、ほとんどの
土坑に炭化物は含まれ、多くは程度の差とも考
えられる。
　よって当地域にみられる弥生時代の大型土坑
の大部分は、井戸や土坑墓を除くと形態と埋土
などの特徴から廃棄を主体とした性格のものと
いえる。

（2） 遺跡内における占地

　今回対象にしている大型土坑の遺跡内におけ
る分布について考える。
 居住域に分布する土坑
　遺跡の居住域に展開する土坑の存在について

は、土坑自体が竪穴住居や掘立柱建物と同様、
遺跡における居住域を構成する要素と考えられ
て分析されることもあるので、ほとんどの遺跡
の居住域内にみられる。しかし、遺構の検出状
況において重複が認められる大型土坑と竪穴住
居・掘立柱建物等の建物遺構は、検出状況から
は同時存在があり得ないものと考えられ、建物
遺構との占地の関係の変化がみられるものとい
える。
　実際に竪穴住居と掘立柱建物が検出され、大
型土坑が 10 基以上見つかっている遺跡には、
弥生時代前期・中期前葉・中期中葉前半・中期
中葉後半・中期後葉・後期・古墳時代前期の朝
日遺跡、弥生時代前期頃の三ツ井遺跡、山中遺
跡、弥生時代中期前葉～中期中葉の志賀公園遺
跡、猫島遺跡、弥生時代中期中葉～中期後葉の
阿弥陀寺遺跡、大渕遺跡、一色青海遺跡、勝川
遺跡苗田地区、弥生時代後期末～古墳時代前期
前半の廻間遺跡がある。厳密な時期分類がで
きていない朝日遺跡を除くと、ほぼ同一時期に
おいて多数の竪穴住居が検出されている猫島遺
跡、阿弥陀寺遺跡、大渕遺跡、一色青海遺跡で
は竪穴住居と大型土坑の重複関係が比較的多
くみられ、阿弥陀寺遺跡竪穴住居 SB28、猫島
遺跡 00Aa 区竪穴住居 SB07 等のように 1棟の
竪穴住居に数基重複・隣接して分布するものが
ある。一方当然であるが、建物遺構の検出数が
少ない遺跡では異なる時期と考えられる建物遺
構とは重複がみられるが、ほぼ同一時期におい
ては建物遺構と重複する大型土坑は比較的少な
く、大型土坑は建物遺構の周囲 10m程の範囲
に分布する。ただし、猫島遺跡、阿弥陀寺遺跡、
大渕遺跡、一色青海遺跡においても、ほぼ同一
時期に分類される建物遺構との関係では、重複
する大型土坑より、建物遺構の周囲に分布し重
複しない大型土坑の方が多い。
　以上の分析からは、大型土坑は竪穴住居等の
建物遺構と重複する立地条件において遺跡内に
占地し、遺構の検出状況から考えれば、竪穴住
居等建物遺構が検出されない（検出できていな
い）部分（建物遺構の周囲の部分）からも検出
される（検出できる）遺構の形態的条件をもつ
と同時に、相対的には竪穴住居等建物遺構の周
囲（周囲 10m程の範囲）に占地する条件を持
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つものと考えられる。弥生時代中期後葉以後に
多く検出される井戸は、朝日遺跡、一色青海遺
跡、八王子遺跡、阿弥陀寺遺跡のように旧河道
の際や谷状の窪地等、居住域の縁辺にみられ、
建物遺構の周囲 10mの範囲より遠くに分布す
る傾向がある。また弥生時代中期の猫島遺跡、
大渕遺跡、一色青海遺跡、阿弥陀寺遺跡のよう
に竪穴住居とほぼ同数程度（それ以上の場合も
ある）、検出される状況がある。
墓域に分布する土坑
　ここでは方形周溝墓・墳丘墓が分布する範囲
を墓域と考え、その範囲内に分布する大型土坑
を取り上げる。ほぼ同一時期において方形周
溝墓・墳丘墓内およびその周辺に分布する大型
土坑が検出されているのは、弥生時代前期頃の
三ツ井遺跡、山中遺跡、弥生時代中期前葉～中
期中葉の猫島遺跡、志賀公園遺跡、弥生時代中
期後葉の阿弥陀寺遺跡、一色青海遺跡、弥生時
代後期の山中遺跡、古墳時代前期初頭の廻間遺
跡、土田遺跡、西上免遺跡、弥生時代中期前葉
～古墳時代前期の朝日遺跡等がある。また土坑
墓と考えられるものもある。この中で、明確に
大型土坑と方形周溝墓・墳丘墓と重複関係が認
められるのは、三ツ井遺跡、猫島遺跡、志賀公
園遺跡、弥生時代後期の山中遺跡、古墳時代前
期初頭の廻間遺跡、土田遺跡、西上免遺跡があ
り、弥生時代中期の志賀公園遺跡の一部、弥生
時代後期の山中遺跡、朝日遺跡の一部のように
方形周溝墓・墳丘墓内にある埋葬主体部に関係
する土坑と土器棺に伴う土坑と考えられるもの
もあるが、ほぼ同一時期か近い時期において墓
域と居住域が隣接する猫島遺跡、志賀公園遺跡、
廻間遺跡等では、大型土坑が方形周溝墓・墳丘
墓の周溝と重複している場合もあり、土坑の性
格が必ずしも墓域に関連するものではない可能
性がある。西上免遺跡の墳丘墓では大型土坑と
墳丘墓に重複関係が認められるが、報告されて
いるように墳丘墓に関連する祭祀等に伴う土坑
の可能性がある。また阿弥陀寺遺跡、一色青海
遺跡では大型土坑（ここでは井戸も含む）との
重複はなく、井戸等が埋没しないまま居住域か
ら墓域に変遷する状況を示している可能性が高
い。弥生時代前期頃の三ツ井遺跡では方形周溝
墓と報告される方形状に廻る溝があり、竪穴住

居の周溝とも考えられるが、時期分類が不明で
あるので、居住域から墓域への変遷する状況を
示しているものと考えておきたい。
　以上の分析からは、方形周溝墓・墳丘墓の埋
葬主体部に関係する土坑、土器棺に伴う土坑を
除くと墓域に伴う大型土坑は少ないといえる。

（3） 大型土坑の占地からみた遺跡の復元

　ここでは発掘調査報告において土坑埋土の分
類が行われ、居住域が広く調査されている阿弥
陀寺遺跡における弥生時代中期中葉前半の遺構
配置について分析したい。阿弥陀寺遺跡の I 期
とされる竪穴住居、掘立柱建物、大型・中型土坑、
溝等の遺構を示したのが図 1で、北東から南
西にのびる尾根状微高地上全体に遺構が形成さ
れていることがわかる。この中で、竪穴住居が
地形の傾斜に沿って北東から南西に分布する 4
群に分かれることがわかる。大型・中型土坑は
一部竪穴住居と重複するものがあるが、大きく
は竪穴住居の周辺に分布することが分かる。興
味深いことに、土坑の埋土 A類と分層された
単一層からなり分層できない土坑は竪穴住居周
辺に混在して分布するものが多く、埋土 C類
と分類された焼土と灰層・炭層が互層になるも
のや炭層が顕著にみられる大型・中型土坑は北
１竪穴住居群と北２竪穴住居群の間の地点や北
２竪穴住居群と南１竪穴住居群の間の地点、南
１竪穴住居群と南２竪穴住居群の間になる地点
を中心にやや集まって分布する傾向が見られ、
埋土の状況が異なる二者がやや異なった地点に
分布する。この状況から考えると、弥生時代
中期中葉前半の阿弥陀寺遺跡の人々は、竪穴住
居・掘立柱建物等建物遺構の周囲に大型土坑を
掘り、さらに隣の竪穴住居群との境界部分（竪
穴住居の周囲 10m程のところ）に掘った大型
土坑の中に焼土・灰層・炭層が埋まっていく（埋
めた？）行為が行われた指向性が認められるの
である。また大型土坑の中でも土器等の遺物が
比較的顕著にみられるのは竪穴住居の近在のも
のであり、住居から離れるにつれて土器等の廃
棄が少なくなる傾向がある様に思われる。
　同様な状況は弥生時代中期後葉の一色青海遺
跡 95Ca 区・95Cb 区・96A 区にもみられる。
また、弥生時代中期中葉～後葉の西上免遺跡に

弥生時代の大型土坑-東海地域を中心として-／蔭山
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a 類土坑
c類土坑

北 1竪穴住居群

南 1竪穴住居群

（上が北、1：1000）

北 2竪穴住居群

南 2竪穴住居群

図 1　阿弥陀寺遺跡の大型土坑（弥生時代中期中葉前半）
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おいて指摘されているように、地点により分布
する土坑の特徴が異なる状況も同様な傾向を示
しているのかもしれない。

　3  東海地域における大型土坑の展開

　それでは先に触れたような状況が、異なる条
件（立地、地域等）の遺跡においてもみられる
であろうか。弥生時代における東海地域の大型
土坑の有無を検討したのが表１である。

（1）遺跡立地と時期的変遷

　沖積微高地（氾濫原地帯、谷底平野、扇状地
縁辺沖積微高地を含む）に立地する遺跡で大型
土坑が 10 基以上検出されている遺跡は、愛知
県では弥生時代前期の月縄手遺跡・山中遺跡・
三ツ井遺跡、弥生時代前期・中期前葉・中期中
葉前半・中期中葉後半・後葉・後期の朝日遺跡、
弥生時代中期中葉後半・後期・古墳時代前期初
頭の八王子遺跡、弥生時代中期前葉～中期中葉
の志賀公園遺跡・猫島遺跡、弥生時代中期前葉
～中期後葉の西上免遺跡、弥生時代中期中葉前
半・中葉後半・中期後葉・後期の阿弥陀寺遺跡、
弥生時代中期後葉の大渕遺跡・一色青海遺跡・
勝川遺跡苗田地区、弥生時代後期～古墳時代前
期初頭の山中遺跡、弥生時代後期末～古墳時代
前期初頭の廻間遺跡がある。三重県では弥生時
代前期の村竹コノ遺跡、弥生時代中期前葉の蔵
田遺跡、弥生時代中期後半の下川原遺跡、弥生
時代後期の堀町遺跡がある。この他 10 基以上
ある可能性が高い遺跡は弥生時代前期の愛知県
松河戸遺跡、弥生時代中期の三重県納所遺跡が
ある。
　洪積台地（丘陵、河岸段丘を含む）の遺跡で
は愛知県では弥生時代後期～古墳時代前期初頭
の見晴台遺跡、三重県では、弥生時代中期前葉
～中葉の東庄内 B遺跡、弥生時代中期中葉前
半の和遅野遺跡、弥生時代中期（中葉主体）の
片野遺跡、弥生時代中期後葉の莵上遺跡・永井
遺跡、弥生時代後期の堀町遺跡・小谷赤坂遺跡
がある。この他 10 基以上ある可能性が高い遺
跡は弥生時代中期中葉前半の三重県古里遺跡が
ある。
　以上の弥生時代前期から古墳時代前期初頭の

遺跡において、大型土坑の多くつくられる遺跡
は沖積微高地に立地する遺跡に多く、洪積台地
に立地する遺跡は少ない傾向がある。大型土坑
の時間的変遷では、弥生時代前期には既に多く
掘られており、以後弥生時代中期後葉の遺跡で
多数検出されている。弥生時代後期～古墳時代
初頭においては、先に分析した墓域に関連する
山中遺跡、西上免遺跡、居住域に関連する廻間
遺跡、朝日遺跡、八王子遺跡等、尾張地域の
沖積地において比較的多数の大型土坑がみられ
るが、他の地域においては竪穴住居等の遺構の
あり方から考えると大型土坑が少ない傾向があ
る。ただし、三重県辻子遺跡のように沖積地の
遺跡や洪積台地に立地する弥生時代後期の環濠
集落である小谷赤坂遺跡では比較的多くの大型
土坑がみられ、異なる状況がある点は留意され
る。

（2） 洪積台地上の弥生時代遺跡にみられる
大型土坑

　前節において、東海地域における弥生時代の
大型土坑について、洪積台地上に立地する遺跡
に少ない傾向を指摘した。この傾向は大きくは
変わらないと思われるが、洪積台地上の遺跡に
おいても沖積微高地上に立地する遺跡と同様に
大型土坑が掘られることは重要である。
　大型土坑の遺跡内における占地を検討する
と、竪穴住居や掘立柱建物等の建物遺構と重複
関係があるものは、弥生時代中期後葉の愛知県
橋良遺跡において 2基、弥生時代後期～古墳
時代前期初頭の見晴台遺跡で数基、南山畑遺跡
で 1基、三重県では、弥生時代中期前葉～中
葉の東庄内Ｂ遺跡で 2基（1棟の竪穴住居に）、
弥生時代中期後葉の莵上遺跡において5基（1m
内外に隣接するものが 8基）、弥生時代後期小
谷赤坂遺跡において 2基、古墳時代前期後半
の三重県新畑遺跡において 3基（竪穴住居 2
棟に）あるだけで、大型土坑は建物遺構の周囲
に分布し、重複する例がある遺跡は比較的多数
の竪穴住居が検出されている遺跡に限られる。
また墓域との関連でも弥生時代中期（中葉主体）
の片野遺跡において、時期は不明であるが方形
周溝墓と重複する関係にある大型土坑の例があ

弥生時代の大型土坑-東海地域を中心として-／蔭山
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るのみで、先に触れた尾張地域の大型土坑の占
地の傾向がより明瞭に確認できる。
　形態的特徴を細かく分析できていないが、楕
円形から隅丸長方形状の平面形態で断面丸底状
の様々な形態をしており、規模も尾張地域の状
況と類似するように思われる。

（3） 縄文時代晩期の遺跡にある大型土坑

　弥生時代前期の東海地域において、すでに今
回分析したような大型土坑が存在することは明
らかで、縄文時代晩期にさかのぼって存在する
可能性も高い。縄文時代後期～晩期の岐阜県西
田遺跡や愛知県三斗目遺跡、縄文時代晩期の三
重県蛇亀橋遺跡では、今回の大型土坑に分類で
きる土坑が竪穴住居周辺に分布する傾向がみら
れる。一方、愛知県牛牧遺跡では竪穴住居の周
辺に土坑墓とされる大型土坑が多数みられ、愛
知県麻生田大橋遺跡では土器棺墓の分布と径
1.0m前後の平面円形状、断面やや袋状の形態
が復元できる土坑が並行する時期に存在する状
況が見られる。また三重県森添遺跡においては
大型土坑が住居跡、配石遺構，焼土面などとと
もに多数あり、時期的変遷の多様さと同時に重
複関係も多数みられる。
　東海地域における縄文時代晩期の遺跡では、
大型土坑が平面楕円形状断面丸底状のものと平
面円形状断面袋状のものに大きく分類でき、前
者は土坑墓と分類されるものが多く、居住域の
内部から近在に分布する可能性がある。

　4  まとめ

　以上の分析において、東海地域弥生時代の遺
跡における大型土坑の主に占地の状況について
分析したが、遺跡の居住域内部において竪穴住
居等建物遺構と分布するものの、竪穴住居との
重複は少ないことは明らかで、竪穴住居を始め
とする建物遺構が存在する地点が人間活動の拠
点とするならば、大型土坑が分布する地点はそ
の縁辺といえる。ここではさらに主に居住域に
分布する大型土坑の特徴について、大型土坑の
占地から朝日遺跡と莵上遺跡を分析し、その補
足をしてまとめとしたい。

（1） 大型土坑のない地点

　朝日遺跡の南居住域において基盤砂層上に弥
生時代の遺物包含層を堆積しない黒色土の堆積
が確認される地点が数カ所ある。これらの部分
は弥生時代の朝日遺跡において遺構の掘削が地
中深くに及ばなかった地点であり、掘削されな
かった可能性が高い場所である。既に指摘され
ているように遺跡南居住域を縦断する大溝等の
土手状の遺構（堆積）が存在した可能性のため
に遺構が形成されなかった可能性もあるが、そ
の他にもこのような地点が散在することから考
えると、今回詳細な分析はできないが弥生時代
の一定期間窪地であった可能性が高い地点と考
えられる。したがって朝日遺跡の南居住域内の
場合、竪穴住居を始めとする土坑（大型土坑か
ら小柱穴まで）・溝などがどのような状態で変
遷していったか細かな変遷をたどることは困難
であるが、大型土坑が環濠に囲まれた居住域の
内部においても、窪地状になる地点には分布せ
ず、窪地の周辺に分布する状況がみられる。こ
の状況は性質の異なる可能性があるが、弥生時
代遺跡の集落外側の窪地・谷・後背湿地におい
て大型土坑が分布しない状況と類似する。
　また集落域が比較的広範囲に調査された弥生
時代中期後葉の莵上遺跡においては、居住域の
状態が復元されており、大型掘立柱建物が検出
された地点においてはあまり大型土坑が分布せ
ず、反対に幅 20m 程の谷である ST802 の延
長上にあたる窪地状になる地点にまとまった数
の大型土坑が検出されており、周囲の丘陵微高
地状に立地する竪穴住居群から周囲 10m程の
中に入る。一定の継続期間をもつ遺跡であり、
細かな遺構変遷は不明であるが、報告書の分析
においては、建物の規模・形態、出土遺物の分
布も鑑み、大型竪穴住居と大型掘立柱建物を中
心とする区域を「集落中枢部」と位置付け、谷
ST802 を囲む丘陵微高地の竪穴住居群を含む
区域を「一般成員居住区・工房区」として役割
分担が存在したことを指摘されている。先に述
べた竪穴住居が形成される空間に大型土坑が少
ない傾向のより明確に区分された状態を莵上遺
跡の大型竪穴住居と大型掘立柱建物が存在する
周囲の地点において形成されていたものと考え
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01
「
八
王
子
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
92
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

愛
知
県

稲
沢
市

野
口
北
出
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
74

弥
生
時
代
前
期

竪
穴
住
居
1棟

4以
上

0
北
條
献
示
20
00
「
野
口
・
北
出
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
稲
沢
市
福
祉
保
健
部
・
稲
沢
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会

三
重
県

松
阪
市

鐘
空
遺
跡

河
岸
段
丘

約
10
00

弥
生
時
代
前
期

竪
穴
住
居
1棟

0
1

中
型
土
坑
は
住
居
と
重
複
し
な
い
。

下
村
登
良
男
編
19
81
「
鐘
空
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
『
松
阪
市
文
化
財
調
査
報
告
5－
3』
松
阪
市
教
育
委
員
会

三
重
県

松
阪
市

上
寺
遺
跡

河
岸
段
丘

約
55
00

弥
生
時
代
前
期

竪
穴
住
居
1棟

6
0

下
村
登
良
男
編
19
81
「
上
寺
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
『
松
阪
市
文
化
財
調
査
報
告
5－
2』
松
阪
市
教
育
委
員
会

三
重
県

松
阪
市

小
谷
赤
坂
遺
跡
(第
8次
)
丘
陵
上

25
60

弥
生
時
代
前
期

平
地
式
住
居
2棟
？

3
2

大
型
土
坑
は
SH
52
6内
周
囲
に
隣
接
す
る
。

伊
藤
裕
偉
編
20
05
「
天
花
寺
丘
陵
内
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
V
II」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
26
0』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

松
阪
市

小
谷
赤
坂
遺
跡
(第
6次
・

7次
)

丘
陵
上

31
00

弥
生
時
代
前
期

0棟
2

伊
藤
裕
偉
編
20
05
「
天
花
寺
丘
陵
内
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
V
I」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
25
9』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

四
日
市
市
大
谷
遺
跡

洪
積
台
地

約
27
00

弥
生
時
代
前
期

竪
穴
住
居
2棟
、
掘
立
柱
建
物
か
、
ピ
ッ

ト
群
あ
り

3
1

土
坑
と
住
居
は
重
複
し
な
い
。
他
に
環
濠
上
に
炉
址
6基
。

小
玉
道
明
他
19
66
「
大
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ー
A
地
区
・
B
地
区
ー
」
『
四
日
市
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
2』
四
日
市
市
教
育
委
員
会
・
四
日
市
遺
跡
を
守
る
会
、

小
玉
道
明
19
76
「
大
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
IIー
C
地
区
の
遺
構
ー
」
『
四
日
市
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
11
』
四
日
市
市
教
育
委
員
会
、
伊
藤
洋
19
77
「
大
谷
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
III
ー
C
地
区
の
遺
物
ー
」
『
四
日
市
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
14
』
四
日
市
市
教
育
委
員
会

三
重
県

三
雲
町

中
之
庄
遺
跡

三
角
州

30
00

弥
生
時
代
前
期

方
形
住
居
址
1棟
（
SK
13
）

2以
上

谷
本
鋭
次
19
72
「
中
之
庄
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
10
」
三
重
県
教
育
委
員
会

三
重
県

四
日
市
市
永
井
遺
跡

台
地
上

約
28
00

弥
生
時
代
前
期

0棟
1～
5基

0
大
型
土
坑
は
SD
02
の
北
側
。
や
や
浅
い
。

小
玉
道
明
他
19
73
「
永
井
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
四
日
市
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

一
宮
市

三
ツ
井
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
10
0

弥
生
時
代
前
期
～

竪
穴
住
居
5棟
以
上
、
方
形
周
溝
墓
3～
4

基
か
、
水
田
遺
構

53
以
上

4以
上

居
住
域
・
墓
域
と
さ
れ
る
地
点
に
重
複
し
て
分
布
。
切
り
合
い
も
あ

り
。

田
中
伸
明
・
鬼
頭
剛
編
「
三
ツ
井
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
87
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

山
中
遺
跡

沖
積
微
高
地

48
00
（
4次
と

5次
併
せ
て
）

弥
生
時
代
前
期
1

0棟
2

1
服
部
信
博
編
19
92
「
山
中
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
40
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

山
中
遺
跡

沖
積
微
高
地

48
00
（
4次
と

5次
併
せ
て
）

弥
生
時
代
前
期
2

竪
穴
住
居
19
棟
、
方
形
周
溝
墓
9基
（
住

居
と
墓
は
環
濠
挟
ん
で
分
布
す
る
）

10
5

大
型
土
坑
は
、
方
形
周
溝
墓
に
隣
接
し
て
3基
、
住
居
に
隣
接
し
て

2基
、
環
濠
付
近
に
4基
あ
る
。
住
居
に
重
複
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
は
SK
31
の
み
。
中
型
の
SK
39
は
SB
19
内
の
土
坑
で
、
横
刃
形

石
器
と
礫
が
埋
納
さ
れ
て
い
る
。
中
型
土
坑
・
小
型
土
坑
（
Pi
t）

は
住
居
と
重
複
・
接
す
る
住
居
に
お
い
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。

服
部
信
博
編
19
92
「
山
中
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
40
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

玉
城
町

仲
垣
内
遺
跡

丘
陵
の
裾
部

40
0

弥
生
時
代
前
期
後
半

0棟
1

0
三
重
県
教
育
委
員
会
19
79
「
度
会
郡
玉
城
町
仲
垣
内
遺
跡
」
『
昭
和
48
年
度
県
営
圃
場
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
報
告
』

三
重
県

松
阪
市

村
竹
コ
ノ
遺
跡
　
第
3次

沖
積
微
高
地

15
00

弥
生
時
代
前
期
後
半

0棟
23

1
北
側
に
環
濠
が
め
ぐ
る
外
側
　
竪
穴
住
居
と
重
複
も
あ
り
、
混
在
。

住
居
の
重
複
は
少
な
い
。
竪
穴
住
居
8の
周
囲
は
ピ
ッ
ト
も
多
く
、

土
坑
も
混
在
。
大
型
土
坑
は
後
期
の
も
の
も
あ
る
可
能
性
あ
り
。
土

坑
内
に
小
ピ
ッ
ト
が
多
数
あ
り
、
内
側
に
向
い
て
お
り
、
木
材
が
出

土
す
る
部
分
あ
り
。
木
杭
が
立
て
ら
れ
て
い
た
？

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
20
05
『
一
般
国
道
42
号
バ
イ
パ
ス
松
阪
・
多
気
発
掘
調
査
ニ
ュ
ー
ス
N
o.
19
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
20
05
「
村
竹
コ
ノ
遺
跡
（
第
3次
）
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

明
和
町

金
剛
坂
遺
跡

河
岸
段
丘
縁
辺

約
90
0

弥
生
時
代
前
期
新
段
階

0棟
2

0
山
沢
義
貴
・
谷
本
鋭
次
19
71
「
金
剛
坂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
明
和
町
教
育
委
員
会

三
重
県

玉
城
町

上
の
山
遺
跡

低
位
丘
陵
上

約
24
00

弥
生
時
代
前
期
新
段
階

竪
穴
住
居
1棟

0
上
村
安
生
19
92
「
上
の
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
10
3』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

甚
目
寺
町
阿
弥
陀
寺
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
15
00
0

弥
生
時
代
中
期
前
葉

竪
穴
住
居
36
棟
、
掘
立
柱
建
物
1棟
、
溝

7条
86

7
石
黒
立
人
編
19
90
「
阿
弥
陀
寺
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
11
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

八
王
子
遺
跡

沖
積
微
高
地

23
74
0

弥
生
時
代
中
期
前
葉

区
画
溝
あ
る
か

3
不
明

樋
上
昇
編
20
01
「
八
王
子
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
92
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

清
洲
町
他
朝
日
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
50
00
0

弥
生
時
代
中
期
前
葉

竪
穴
住
居
4棟
(西
部
)＋
44
棟
(南
部
)＋

15
棟
(東
部
)＋
5棟
(北
部
)、
掘
立
柱
建
物

2棟
(東
部
)

1 
(西
部
)

47
 (南
部
)

4 
(東
部
)

3 
(北
部
)

0 
(西
部
)

16
 (南
部
)

0 
(東
部
)

0 
(北
部
)

規
模
不
明
土
坑
が
、
33
(南
部
)＋
1(
北
部
)。

石
黒
立
人
編
19
91
「
朝
日
遺
跡
I」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
30
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

表
1　

東
海
地
域
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
大
型
土
坑



29

県
名

市
町
村
名
遺
跡
名

立
地

調
査
面
積

時
期

竪
穴
住
居
等

大
型
土
坑

中
型
土
坑
備
考

文
献

三
重
県

安
濃
町

平
田
遺
跡
　
西
支
群

丘
陵
上

弥
生
時
代
中
期
前
葉

竪
穴
住
居
3棟

3
大
型
土
坑
が
竪
穴
住
居
と
重
複
す
る
。

伊
藤
英
晃
・
竹
内
英
昭
19
87
『
平
田
遺
跡
群
』
安
濃
町
遺
跡
調
査
会

三
重
県

津
市

蔵
田
遺
跡

沖
積
地

15
71
0

弥
生
時
代
中
期
前
葉

掘
立
柱
建
物
14
棟
、
柱
列
4列
、
方
形
周

溝
墓
1基

11
不
明

大
型
土
坑
の
内
1基
は
土
坑
墓
の
可
能
性
あ
り
。
掘
立
柱
建
物
と
重

複
す
る
も
の
2基
。
他
は
建
物
周
囲
5～
20
m
の
範
囲
に
あ
る
。

米
山
浩
之
・
宮
田
勝
功
他
19
99
「
蔵
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
11
5－
13
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

名
古
屋
市
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
I
洪
積
台
地

90
00

弥
生
時
代
中
期
前
半

竪
穴
住
居
7棟

1以
上

梅
本
博
志
編
19
90
「
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
（
I）
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
15
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

伊
勢
市

中
ノ
垣
外
遺
跡

河
岸
段
丘
低
位
面

約
70
00

弥
生
時
代
中
期
前
半

竪
穴
住
居
2棟

0
0

高
見
宣
雄
・
岩
中
淳
「
伊
勢
市
佐
八
町
中
ノ
垣
外
遺
跡
」
三
重
県
教
育
委
員
会

愛
知
県

一
宮
市

猫
島
遺
跡

扇
状
地
末
端
、
沖
積

微
高
地

約
32
00
0

弥
生
時
代
中
期
前
葉
～
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
30
棟
、
掘
立
柱
建
物
2棟
、
方

形
周
溝
墓
15
基
、
溝
5条
、
柵
列
8

37
以
上

大
型
土
坑
は
土
壙
墓
と
報
告
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
竪
穴
住
居
と
の

重
複
あ
り
。
方
形
周
溝
墓
と
の
重
複
で
は
方
形
周
溝
墓
の
周
溝
に
切

ら
れ
て
い
る
。

洲
嵜
和
宏
編
20
03
「
猫
島
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
10
7集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー

愛
知
県

名
古
屋
市
志
賀
公
園
遺
跡

沖
積
微
高
地

14
20
0（
97
E

区
12
00
）

弥
生
時
代
中
期
前
葉
～
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
2棟
、
掘
立
柱
建
物
3棟
、
方
形

周
溝
墓
6基

17
8

大
型
土
坑
の
内
1基
は
SZ
04
・
05
の
内
部
主
体
。
大
型
土
坑
は
竪

穴
住
居
の
周
辺
と
方
形
周
溝
墓
と
重
複
し
て
い
る
。

永
井
宏
幸
編
20
01
「
志
賀
公
園
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
90
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

名
古
屋
市
志
賀
公
園
遺
跡

沖
積
微
高
地

14
20
0（
98
J

区
90
0）

弥
生
時
代
中
期
前
葉
～
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
5棟
、
掘
立
柱
建
物
4棟
、
方
形

周
溝
墓
12
基
、
溝
2条

17
31

竪
穴
住
居
と
方
形
周
溝
墓
と
混
在
。

永
井
宏
幸
編
20
01
「
志
賀
公
園
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
90
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

八
王
子
遺
跡

沖
積
微
高
地

23
74
0

弥
生
時
代
中
期
前
葉
～
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
2棟
、
溝
3条

1
不
明

樋
上
昇
編
20
01
「
八
王
子
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
92
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

鈴
鹿
市

東
庄
内
B
遺
跡

洪
積
台
地

16
12
5

弥
生
時
代
中
期
前
葉
～
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
8棟
、
土
器
棺
墓
1基
、
方
形
周

溝
墓
5基

1
0

SB
55
と
SB
35
に
は
時
代
不
明
で
あ
る
土
坑
が
重
複
す
る
。

小
玉
道
明
他
19
70
「
東
庄
内
B
遺
跡
」
『
東
名
阪
道
路
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
日
本
道
路
公
団
名
古
屋
支
社
・
三
重
県
教
育
委
員
会

愛
知
県

甚
目
寺
町
阿
弥
陀
寺
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
15
00
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
43
棟
、
溝
1条

72
17

石
黒
立
人
編
19
90
「
阿
弥
陀
寺
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
11
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

八
王
子
遺
跡

沖
積
微
高
地

23
74
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉
前
半

竪
穴
住
居
9棟

12
48

土
坑
は
中
期
後
葉
を
含
む
可
能
性
あ
り

樋
上
昇
編
20
01
「
八
王
子
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
92
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

稲
沢
市

野
口
北
出
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
74

弥
生
時
代
中
期
中
葉
前
半

0棟
、
方
形
周
溝
墓
7基

6以
上

0
北
條
献
示
20
00
「
野
口
・
北
出
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
稲
沢
市
福
祉
保
健
部
・
稲
沢
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会

愛
知
県

清
洲
町
他
朝
日
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
50
00
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉
前
半

竪
穴
住
居
18
棟
(南
部
)

5 
(西
部
)

10
6(
南
部
)

2 
(東
部
)

8 
(北
部
)

1 
(西
部
)

38
 (南
部
)

0 
(東
部
)

0 
(北
部
)

規
模
不
明
土
坑
が
、
1(
西
部
)＋
51
(南
部
)＋
1(
東
部
)＋
7(
北

部
)。

石
黒
立
人
編
19
91
「
朝
日
遺
跡
I」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
30
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

白
山
町

和
遅
野
遺
跡

河
岸
段
丘
縁
辺

28
8

弥
生
時
代
中
期
中
葉
前
半

竪
穴
住
居
3棟

20
1以
上

大
型
土
坑
は
溝
SD
13
・
18
を
含
む
。
竪
穴
住
居
と
重
複
し
な
い
。

周
辺
に
分
布
。

稲
生
進
一
19
75
「
和
遅
野
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
白
山
町
教
育
委
員
会

三
重
県

明
和
町

古
里
遺
跡
C
地
区

洪
積
台
地

約
30
00

弥
生
時
代
中
期
中
葉
前
半

竪
穴
住
居
2棟
（
円
形
と
方
形
）

8以
上

0
山
沢
義
貴
他
19
73
「
古
里
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
ー
C
地
区
ー
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
17
』
三
重
県
教
育
委
員
会

愛
知
県

甚
目
寺
町
森
南
遺
跡

沖
積
微
高
地

19
50
（
E～
H

区
の
み
）

弥
生
時
代
中
期
中
葉
前
半

弥
生
時
代
中
期
中
葉
後
半

E区
　
竪
穴
住
居
5棟
（
中
葉
）

3（
E区
）

大
型
土
坑
は
中
期
中
葉
。
2基
は
住
居
と
重
複
し
て
い
る
。

長
島
広
・
安
藤
義
弘
・
加
藤
安
信
19
90
「
森
南
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
「
甚
目
寺
町
文
化
財
調
査
報
告
II」
愛
知
県
海
部
郡
甚
目
寺
町
教
育
委
員
会

愛
知
県

清
洲
町
他
朝
日
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
50
00
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
41
棟
(南
部
)＋
1棟
(北
部
)

14
 (西
部
)

37
 (南
部
)

0 
(東
部
)

2 
(北
部
)

3 
(西
部
)

32
 (南
部
)

0 
(東
部
)

7 
(北
部
)

規
模
不
明
土
坑
が
、
3(
西
部
)＋
26
(南
部
)＋
2(
東
部
)＋
1(
北

部
)。

石
黒
立
人
編
19
91
「
朝
日
遺
跡
I」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
30
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県

美
濃
加
茂
市
牧
野
小
山
遺
跡

河
岸
段
丘

15
00

弥
生
時
代
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
12
棟

4
不
明

紅
村
弘
他
19
73
「
牧
野
小
山
遺
跡
」
岐
阜
県
教
育
委
員
会
・
美
濃
加
茂
市
教
育
委
員
会

三
重
県

松
阪
市

上
寺
遺
跡

河
岸
段
丘

約
55
00

弥
生
時
代
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
1棟

1
0

下
村
登
良
男
編
19
81
「
上
寺
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
『
松
阪
市
文
化
財
調
査
報
告
5－
2』
松
阪
市
教
育
委
員
会

三
重
県

明
和
町

金
剛
坂
遺
跡

河
岸
段
丘
縁
辺

約
90
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉

方
形
周
溝
墓
2基

1
0

山
沢
義
貴
・
谷
本
鋭
次
19
71
「
金
剛
坂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
明
和
町
教
育
委
員
会

三
重
県

鈴
鹿
市

東
庄
内
A
遺
跡

洪
積
台
地

約
26
80

弥
生
時
代
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
1棟

0
0

小
玉
道
明
他
19
70
「
東
庄
内
A
遺
跡
」
『
東
名
阪
道
路
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
日
本
道
路
公
団
名
古
屋
支
社
・
三
重
県
教
育
委
員
会

三
重
県

名
張
市

檀
・
柏
原
遺
跡
E地
区
6区

扇
状
地

20
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉

竪
穴
住
居
1棟

1
大
型
土
坑
は
住
居
の
西
15
m
、
重
複
し
な
い
。

田
阪
仁
「
名
張
市
赤
目
町
檀
・
柏
原
遺
跡
」
三
重
県
教
育
委
員
会

愛
知
県

清
洲
町
他
朝
日
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
50
00
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉
後
半

竪
穴
住
居
20
棟
(南
部
)＋
6棟
(北
部
)

1 
(西
部
)

88
 (南
部
)

1 
(東
部
)

4 
(北
部
)

0 
(西
部
)

26
 (南
部
)

0 
(東
部
)

2 
(北
部
)

規
模
不
明
土
坑
が
、
34
(南
部
)＋
2(
北
部
)。

石
黒
立
人
編
19
91
「
朝
日
遺
跡
I」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
30
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

玉
城
町

上
地
山
遺
跡

上
位
段
丘
面
微
高
地
92
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉
後
半

竪
穴
住
居
4棟
（
円
形
2、
方
形
2）

4
2

土
坑
は
住
居
の
周
辺
に
あ
る
。
重
複
し
な
い
。

奥
義
次
19
85
「
上
地
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
玉
城
町
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

川
原
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
50
0

弥
生
時
代
中
期
中
葉
後
半
～
中
期
後
葉

方
形
周
溝
墓
12
基
、
土
器
棺
3基
、
土
壙

墓
35
基

14
以
上

大
型
土
坑
は
方
形
周
溝
墓
群
の
間
に
分
布
す
る
。
ほ
と
ん
ど
重
複
し

な
い
。
中
小
の
土
坑
30
0基
程
。

服
部
信
博
・
赤
塚
次
郎
・
鬼
頭
剛
・
堀
木
真
美
子
編
20
01
「
川
原
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
91
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

名
古
屋
市
志
賀
公
園
遺
跡

沖
積
微
高
地

14
20
0（
98
I

区
10
00
）

弥
生
時
代
中
期
中
葉
～
中
期
後
葉

掘
立
柱
建
物
1棟
、
方
形
周
溝
墓
13
基

7
4

大
型
土
坑
の
内
3基
は
方
形
周
溝
墓
の
内
部
主
体
の
可
能
性
が
あ

り
、
2基
は
方
形
周
溝
墓
の
溝
の
可
能
性
あ
り
。
中
型
土
坑
は
掘
立

柱
建
物
の
周
辺
に
あ
る
。

永
井
宏
幸
編
20
01
「
志
賀
公
園
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
90
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

尾
西
市

西
上
免
遺
跡

沖
積
微
高
地

10
56
8

弥
生
時
代
中
期
中
葉
～
中
期
後
葉

0棟
13

5
大
型
土
坑
は
土
器
集
積
2基
を
含
む
。

赤
塚
次
郎
編
19
97
「
西
上
免
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
73
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

鈴
鹿
市

起
遺
跡

低
位
段
丘
縁
辺

45
00

弥
生
時
代
中
期
中
葉
～
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
11
棟
、
掘
立
柱
建
物
1棟

土
坑
も
多
数
あ
る
が
不
明
。
重
複
し
て
い
な
い
。

森
前
稔
19
83
「
鈴
鹿
市
安
塚
町
起
A
遺
跡
」
『
昭
和
57
年
度
農
業
基
盤
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
』

三
重
県

名
張
市

御
所
垣
内
遺
跡

丘
陵

約
20
00

弥
生
時
代
中
期
中
葉
～
中
期
後
葉
主
体

竪
穴
住
居
4棟

4
大
型
土
坑
の
内
2基
は
土
壙
墓
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
高
い
。
竪
穴

住
居
と
重
複
し
な
い
。
隣
接
し
て
分
布
す
る
。

水
口
昌
也
・
門
田
了
三
19
84
「
御
所
垣
内
遺
跡
」
名
張
市
教
育
委
員
会

三
重
県

津
市

亀
井
遺
跡

河
道
自
然
堤
防
微
高

地
試
掘
グ
リ
ッ
ド

N
o.
15

弥
生
時
代
中
期
後
半

0棟
2

谷
本
鋭
次
19
73
「
津
市
河
辺
町
・
亀
井
遺
跡
」
『
昭
和
47
年
度
県
営
圃
場
整
備
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
4』
三
重
県
教
育
委
員
会

愛
知
県

甚
目
寺
町
大
渕
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
10
00
0

弥
生
時
代
中
期
後
半

竪
穴
住
居
52
棟
、
方
形
区
画
遺
構

SX
01
、
井
戸
3基

49
0

大
型
土
坑
は
竪
穴
住
居
の
周
辺
に
多
い
が
重
複
も
あ
り
（
17

基
）
。
南
側
方
形
区
画
遺
構
SX
01
と
は
重
複
し
な
い
。

宮
腰
健
司
編
19
91
「
大
渕
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
18
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

春
日
井
市
勝
川
遺
跡
　
上
屋
敷
地
区

弥
生
時
代
中
期
後
半

方
形
周
溝
墓
22
基

2
大
型
土
坑
は
方
形
周
溝
墓
と
は
重
複
し
て
い
な
い
。

愛
知
県

春
日
井
市
勝
川
遺
跡
　
南
東
山
地
区

弥
生
時
代
中
期
後
半

な
し

1
大
型
土
坑
SK
59
4

赤
塚
次
郎
編
19
84
「
勝
川
」
『
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
1集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
松
原
隆
治
編
19
88

「
勝
川
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
3集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
松
原
隆
治
編
19
92
「
勝
川
遺
跡
III
」
『
愛
知
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
19
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
樋
上
昇
編
19
92
「
勝
川
遺
跡
IV
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

報
告
書
第
29
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

弥生時代の大型土坑-東海地域を中心として-／蔭山



30

県
名

市
町
村
名
遺
跡
名

立
地

調
査
面
積

時
期

竪
穴
住
居
等

大
型
土
坑

中
型
土
坑
備
考

文
献

愛
知
県

春
日
井
市
勝
川
遺
跡
　
苗
田
地
区

弥
生
時
代
中
期
後
半

掘
立
柱
建
物
29
棟

20
3

大
型
土
坑
の
内
3基
建
物
と
重
複
す
る
。
他
は
建
物
の
周
辺
10
m

内
。
溝
と
連
続
す
る
も
の
1基
。
木
製
品
の
貯
蔵
用
と
さ
れ
る
も
の

あ
り
。

三
重
県

名
張
市

下
川
原
遺
跡

沖
積
地
、
旧
河
道
自

然
堤
防
状
の
微
高
地
70
0

弥
生
時
代
中
期
後
半

竪
穴
住
居
4棟
以
上
（
方
形
。
新
し
い
傾

向
）

19
1

大
型
土
坑
の
内
2基
は
住
居
状
土
坑
。
竪
穴
住
居
内
の
も
の
（
10
基

位
）
は
含
ま
ず
。
大
型
土
坑
と
竪
穴
住
居
（
SB
11
の
み
）
の
切
り

合
い
は
3カ
所
。
1基
は
住
居
状
の
も
の
、
1基
は
方
形
周
溝
墓
の
溝

状
の
も
の
。
他
に
重
複
は
な
い
。
住
居
の
周
辺
10
m
位
に
存
在
す

る
状
況
を
示
す
。

門
田
了
三
19
86
「
下
川
原
遺
跡
」
名
張
市
遺
跡
調
査
会

三
重
県

玉
城
町

上
の
山
遺
跡

低
位
丘
陵
上

約
24
00

弥
生
時
代
中
期
後
半

方
形
周
溝
墓
2基
、
溝
1条

0
上
村
安
生
19
92
「
上
の
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
10
3』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

豊
橋
市

橋
良
遺
跡
　
1次
・
2次

河
岸
段
丘
低
位
面

10
20

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
21
棟
、
方
形
周
溝
墓
2基

4
0

大
型
土
坑
の
内
SK
01
は
竪
穴
住
居
の
入
口
状
の
も
の
、
SK
02
と

SK
03
は
竪
穴
住
居
と
重
複
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
住
居
に
隣
接
す

る
。
居
住
域
内
の
土
坑
と
SK
02
は
時
多
量
出
土
。
全
体
に
深
さ

30
cm
内
外
で
浅
い
。

小
林
久
彦
・
水
野
季
彦
19
94
「
橋
良
遺
跡
」
『
豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
18
集
』
豊
橋
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
4次
)

洪
積
台
地

32
40

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
1棟

0
0

久
永
春
男
・
斎
藤
嘉
彦
他
19
69
「
高
橋
遺
跡
」
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

名
古
屋
市
高
蔵
遺
跡
(第
34
次
・
第

39
次
)

洪
積
台
地

37
00

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
2棟

0
0

村
木
誠
編
20
03
「
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
46
高
蔵
遺
跡
(第
34
次
・
第
39
次
)」
『
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
60
』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

知
立
市

天
神
遺
跡
A
地
区

洪
積
台
地

53
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
5棟
（
SX
01
は
含
ま
ず
）

0
0

岡
本
茂
史
編
19
86
『
知
立
市
西
中
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
　
天
神
遺
跡
〔
A
・
B
〕
』
知
立
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

知
立
市

天
神
遺
跡
B
地
区

洪
積
台
地

15
20

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
2棟
、
樫
王
式
の
土
器
棺
墓
1基

0
1

中
型
土
坑
は
深
さ
30
cm
。
竪
穴
住
居
と
重
複
し
な
い
。

岡
本
茂
史
他
19
87
『
知
立
市
西
中
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
II』
知
立
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

知
立
市

荒
新
切
遺
跡
A
区

洪
積
台
地

60
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
3棟
、
掘
立
柱
建
物
2棟

土
坑
は
大
小
80
基
、
こ
の
内
弥
生
時
代
の
土
坑
は
中
型
土
坑
1基
。
岡
本
茂
史
他
19
88
『
知
立
市
西
中
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
III
　
荒
新
切
遺
跡
(I)
』
知
立
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

甚
目
寺
町
阿
弥
陀
寺
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
15
00
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
5棟
、
方
形
周
溝
墓
3基

81
8

大
型
土
坑
は
井
戸
6基
含
む
。

石
黒
立
人
編
19
90
「
阿
弥
陀
寺
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
11
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

稲
沢
市

一
色
青
海
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
20
60
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
94
棟
、
掘
立
柱
建
物
6棟
、
方

形
周
溝
墓
25
基
、
柵
1基
、
溝
32
条
、
旧

河
道
9条

90
7

大
型
土
坑
は
井
戸
1基
含
む
。
10
期
の
遺
構
変
遷
の
内
2時
期
に
竪

穴
住
居
と
の
重
複
が
多
い
。

蔭
山
誠
一
・
鬼
頭
剛
・
堀
木
真
美
子
19
98
「
一
色
青
海
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
79
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

八
王
子
遺
跡

沖
積
微
高
地

23
74
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
6棟
、
方
形
周
溝
墓
9基

7
不
明

大
型
土
坑
の
内
4基
は
方
形
周
溝
墓
の
主
体
部

樋
上
昇
編
20
01
「
八
王
子
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
92
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

稲
沢
市

大
塚
遺
跡

沖
積
微
高
地

41
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

0棟
25

20
北
條
献
示
20
04
「
大
塚
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
稲
沢
市
都
市
開
発
部
・
稲
沢
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

川
原
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
50
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
29
4棟
、
方
形
周
溝
墓
2基
、

土
器
棺
6基

10
大
型
土
坑
の
内
8基
が
竪
穴
住
居
と
重
複
し
て
い
る
が
、
居
住
域
の

中
央
部
に
は
な
い
。
縁
辺
が
多
い
。

服
部
信
博
・
赤
塚
次
郎
・
鬼
頭
剛
・
堀
木
真
美
子
編
20
01
「
川
原
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
91
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

清
洲
町
他
朝
日
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
50
00
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
72
棟
(南
部
)＋
1棟
(東
部
)、
掘

立
柱
建
物
1棟
(東
部
)

0 
(西
部
)

17
6(
南
部
)

4 
(東
部
)

2 
(北
部
)

0 
(西
部
)

56
 (南
部
)

0 
(東
部
)

0 
(北
部
)

規
模
不
明
土
坑
が
、
88
(南
部
)＋
1(
北
部
)。

石
黒
立
人
編
19
91
「
朝
日
遺
跡
I」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
30
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県

岐
阜
市

寺
田
遺
跡

低
位
段
丘
微
高
地

約
55
00

弥
生
時
代
中
期
後
葉

掘
立
柱
建
物
21
棟

6以
上

1以
上

土
坑
は
全
部
で
20
基
程
。
掘
立
柱
建
物
と
分
布
が
重
複
す
る
。

吉
田
英
敏
他
19
87
「
寺
田
・
日
野
1」
岐
阜
市
教
育
委
員
会

三
重
県

四
日
市
市
上
野
遺
跡

河
岸
段
丘

34
96

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
24
棟

0
2

春
日
井
恒
19
91
「
上
野
遺
跡
」
『
四
日
市
市
遺
跡
調
査
会
文
化
財
調
査
報
告
書
V
I』
四
日
市
市
遺
跡
調
査
会

三
重
県

四
日
市
市
上
野
遺
跡
2

河
岸
段
丘

19
82

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
3棟
、
掘
立
柱
建
物
2棟
、
方
形

周
溝
墓
1基

0
3

中
型
土
坑
の
内
2基
は
住
居
内
の
「
貯
蔵
穴
」
。
1基
は
土
器
棺
墓

か
。

春
日
井
恒
19
92
「
上
野
遺
跡
2」
『
四
日
市
市
遺
跡
調
査
会
文
化
財
調
査
報
告
書
IX
』
四
日
市
市
遺
跡
調
査
会

三
重
県

白
山
町

大
角
遺
跡

河
岸
段
丘
縁
辺

20
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
2棟

0
1

本
堂
弘
之
19
85
「
大
角
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
白
山
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
III
』
白
山
町
教
育
委
員
会

三
重
県

四
日
市
市
菟
上
遺
跡

丘
陵

36
71
8

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
12
6棟
、
掘
立
柱
建
物
33
棟
、

方
形
周
溝
墓
3基

78
64

竪
穴
住
居
の
重
複
は
最
大
5棟
。
大
型
土
坑
は
ST
80
2の
上
側
微
高

地
部
に
集
中
す
る
。
ST
80
2延
長
部
の
幅
20
m
程
。
竪
穴
住
居
・

掘
立
柱
建
物
の
周
囲
10
m
内
に
ほ
と
ん
ど
が
入
る
。
建
物
と
重
複

し
て
い
る
大
型
土
坑
は
5基
、
隣
接
す
る
も
の
8基
（
1m
内
外
）
。

基
本
的
に
は
重
複
し
な
い
。
中
型
土
坑
は
住
居
内
に
比
較
的
多
い
。

穂
積
裕
昌
・
角
正
淳
子
「
菟
上
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
22
7－
7』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

津
市

長
遺
跡

丘
陵
上

37
00

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
57
棟
、
掘
立
柱
建
物
10
棟
、

柱
列
76
条

1
大
型
土
坑
は
竪
穴
住
居
柱
穴
を
含
ま
な
い
。
土
坑
は
柱
穴
を
含
め
て

多
数
。
ほ
と
ん
ど
重
複
し
て
い
な
い
。
住
居
に
隣
接
す
る
。

池
端
清
行
20
00
「
長
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
22
7－
6』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

津
市

山
籠
遺
跡

丘
陵
上

11
00

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
10
棟

4
大
型
土
坑
は
竪
穴
住
居
と
重
複
し
て
い
な
い
が
隣
接
す
る
。

中
村
光
司
・
穂
積
裕
昌
他
19
95
「
大
古
覚
遺
跡
・
山
籠
遺
跡
・
宮
ノ
前
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
11
5ー
4』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

三
重
県

津
市

長
遺
跡
　
1次
（
津
市
）

丘
陵
上

約
75
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
13
棟

0
萱
室
康
光
19
89
「
長
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
津
市
教
育
委
員
会

三
重
県

玉
城
町

仲
垣
内
遺
跡

丘
陵
の
裾
部

40
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
1棟

0
0

三
重
県
教
育
委
員
会
19
79
「
度
会
郡
玉
城
町
仲
垣
内
遺
跡
」
『
昭
和
48
年
度
県
営
圃
場
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』

三
重
県

四
日
市
市
永
井
遺
跡

台
地
上

約
28
00

弥
生
時
代
中
期
後
葉

0棟
（
い
く
つ
か
あ
り
そ
う
）
、
方
形
周

溝
墓
2基
（
北
側
）

13
以
上

0
大
型
土
坑
は
方
形
周
溝
墓
の
南
側
に
展
開
す
る
。
方
形
周
溝
墓
に
隣

接
す
る
も
の
も
あ
る
。

小
玉
道
明
他
19
73
「
永
井
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
四
日
市
市
教
育
委
員
会

三
重
県

名
張
市

辻
垣
戸
遺
跡
E地
区

沖
積
微
高
地

60
0

弥
生
時
代
中
期
後
葉

竪
穴
住
居
1棟

不
明
　
0基

や
や
離
れ
て
い
る
C
地
区
に
は
弥
生
時
代
中
期
土
坑
あ
り
。

中
村
信
裕
「
名
張
市
赤
目
町
辻
垣
戸
遺
跡
・
上
東
野
遺
跡
」

三
重
県

三
雲
町

中
之
庄
遺
跡

三
角
州

30
00

弥
生
時
代
中
期

土
坑
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
め
て
方
形

周
溝
墓
が
存
在

2以
上

谷
本
鋭
次
19
72
「
中
之
庄
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
10
」
三
重
県
教
育
委
員
会

三
重
県

津
市

納
所
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
50
0

弥
生
時
代
中
期

竪
穴
住
居
15
棟
以
上
、
方
形
周
溝
墓
5基

14
大
型
土
坑
は
土
壙
墓
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
土
坑
は
大
小

20
00
基
程
。

伊
藤
久
嗣
・
吉
水
康
夫
19
80
「
納
所
遺
跡
ー
遺
構
と
遺
物
ー
」
三
重
県
教
育
委
員
会

三
重
県

一
志
町

片
野
遺
跡

河
岸
段
丘
中
位
面

44
30

弥
生
時
代
中
期
（
中
期
中
葉
が
主
体
）

竪
穴
住
居
6棟
（
中
葉
新
段
階
）
、
方
形

周
溝
墓
3基

16
3

竪
穴
住
居
の
内
1棟
は
方
形
周
溝
墓
の
SD
か
。
大
型
土
坑
の
内
5基

は
方
形
周
溝
墓
の
SD
と
し
た
。
大
型
土
坑
と
竪
穴
住
居
と
重
複
は

し
な
い
。
周
辺
に
展
開
。
む
し
ろ
方
形
周
溝
墓
と
分
布
上
重
複
す
る
。

河
瀬
信
幸
19
85
「
片
野
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
69
』
三
重
県
教
育
委
員
会

愛
知
県

甚
目
寺
町
森
南
遺
跡

沖
積
微
高
地

19
50
（
E～
H

区
の
み
）

弥
生
時
代
中
期
後
葉

弥
生
時
代
後
期

G
区
　
竪
穴
住
居
7棟

4（
G
区
）

2（
F区
）

大
型
土
坑
は
G
区
が
中
期
後
葉
1基
、
後
期
3基
、
F区
が
中
期
後
葉

2基
。
G
区
で
中
期
後
葉
の
井
戸
1基
。
G
区
は
住
居
と
重
複
し
て
い

な
い
。

長
島
広
・
安
藤
義
弘
・
加
藤
安
信
19
90
「
森
南
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
「
甚
目
寺
町
文
化
財
調
査
報
告
II」
愛
知
県
海
部
郡
甚
目
寺
町
教
育
委
員
会

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
19
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
樋
上
昇
編
19
92
「
勝
川
遺
跡
IV
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

報
告
書
第
29
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー



31

県
名

市
町
村
名
遺
跡
名

立
地

調
査
面
積

時
期

竪
穴
住
居
等

大
型
土
坑

中
型
土
坑
備
考

文
献

愛
知
県

名
古
屋
市
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
I
洪
積
台
地

90
00

弥
生
時
代
後
期

方
形
周
溝
墓
1基

58
弥
生
時
代
中
期
～
古
代
ま
で
の
土
坑
10
0基
の
内
大
型
土
坑
58
基

梅
本
博
志
編
19
90
「
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
（
I）
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
15
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
1次
～
第
3

次
)

洪
積
台
地

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
4棟

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

豊
田
市
郷
土
資
料
館
編
19
71
「
高
橋
遺
跡
」
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
4次
)

洪
積
台
地

32
40

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
10
棟
（
特
殊
遺
構
第
2号
を
含

む
）

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

久
永
春
男
・
斎
藤
嘉
彦
他
19
69
「
高
橋
遺
跡
」
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
6次
)

洪
積
台
地

66
0

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
4棟

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

豊
田
市
郷
土
資
料
館
・
豊
田
市
郷
土
史
研
究
会
編
19
76
「
高
橋
遺
跡
第
六
次
調
査
概
報
」
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
報
告
11
』
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
7次
)

洪
積
台
地

18
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
6棟
以
上

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

松
井
孝
宗
19
77
「
高
橋
遺
跡
第
七
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
報
告
12
』
豊
田
市
教
育
委
員
会
・
豊
田
市
郷
土
史
研
究
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
8次
)

洪
積
台
地

13
90

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
8棟
以
上

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

松
井
孝
宗
19
78
「
高
橋
遺
跡
第
八
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
報
告
15
』
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

名
古
屋
市
高
蔵
遺
跡
(第
34
次
・
第

39
次
)

洪
積
台
地

37
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
4棟

3
1

大
型
土
坑
は
W
-S
K
01
土
器
棺
墓
？
を
含
む
。
竪
穴
住
居
な
ど
と
の

重
複
あ
り
。

村
木
誠
編
20
03
「
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
46
高
蔵
遺
跡
(第
34
次
・
第
39
次
)」
『
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
60
』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

稲
沢
市

堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡

沖
積
微
高
地

71
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
9棟

2
1基
は
竪
穴
住
居
と
重
複
し
て
い
て
SB
53
よ
り
新
し
い
。

蟹
江
吉
弘
19
94
「
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
52
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

三
ツ
井
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
10
0

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
2棟

0
1

田
中
伸
明
・
鬼
頭
剛
編
「
三
ツ
井
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
87
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

甚
目
寺
町
阿
弥
陀
寺
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
15
00
0

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
1棟
、
溝
7条

12
4

大
型
土
坑
は
井
戸
状
の
土
坑
7基
含
む
。

石
黒
立
人
編
19
90
「
阿
弥
陀
寺
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
11
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

清
洲
町
他
朝
日
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
50
00
0

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
22
棟
(南
部
)

1 
(西
部
)

50
 (南
部
)

0 
(東
部
)

0 
(北
部
)

0 
(西
部
)

11
 (南
部
)

0 
(東
部
)

0 
(北
部
)

大
型
土
坑
の
内
、
南
部
の
9基
は
複
数
時
期
。
中
型
土
坑
の
内
、
南

部
の
1基
は
複
数
時
期
。
規
模
不
明
土
坑
が
、
28
(南
部
)＋
1(
北

部
)。

石
黒
立
人
編
19
91
「
朝
日
遺
跡
I」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
30
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

松
阪
市

上
寺
遺
跡

河
岸
段
丘

約
55
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
1棟
（
他
1棟
）

0
0

下
村
登
良
男
編
19
81
「
上
寺
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
『
松
阪
市
文
化
財
調
査
報
告
5－
2』
松
阪
市
教
育
委
員
会

三
重
県

明
和
町

金
剛
坂
遺
跡

河
岸
段
丘
縁
辺

約
90
0

弥
生
時
代
後
期

方
形
周
溝
墓
2基

0
0

山
沢
義
貴
・
谷
本
鋭
次
19
71
「
金
剛
坂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
明
和
町
教
育
委
員
会

三
重
県

松
阪
市

小
谷
赤
坂
遺
跡
(第
8次
)
丘
陵
上

25
60

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
9棟
、
掘
立
柱
建
物
1棟

20
10

南
地
区
。
大
型
土
坑
は
弥
生
時
代
と
さ
れ
る
も
の
。
竪
穴
住
居
と
は

2基
重
複
・
隣
接
す
る
。
中
型
土
坑
は
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
の
ほ
と

ん
ど
。

伊
藤
裕
偉
編
20
05
「
天
花
寺
丘
陵
内
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
V
II」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
26
0』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

松
阪
市

小
谷
赤
坂
遺
跡
(第
6次
・

7次
)

丘
陵
上

31
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
9棟
、
掘
立
柱
建
物
2棟
、
方
形

周
溝
墓
1基

2
4以
上

大
型
土
坑
は
重
複
し
な
い
。
竪
穴
住
居
周
辺
に
あ
る
。

伊
藤
裕
偉
編
20
05
「
天
花
寺
丘
陵
内
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
V
I」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
25
9』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

津
市

野
田
遺
跡
群
柳
谷
地
区

丘
陵
上

約
10
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
5棟

0
浅
生
悦
生
19
74
「
野
田
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
」
『
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
8』
津
市
教
育
委
員
会

三
重
県

津
市

野
田
遺
跡
群
大
ヶ
瀬
B
遺

跡
丘
陵
上

約
80
0

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
3棟

1
重
複
し
な
い

浅
生
悦
生
19
74
「
野
田
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
」
『
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
8』
津
市
教
育
委
員
会

三
重
県

玉
城
町

月
よ
べ
遺
跡

丘
陵
の
裾
部

38
4

弥
生
時
代
後
期

方
形
周
溝
墓
3基

0
0

三
重
県
教
育
委
員
会
19
79
「
度
会
郡
玉
城
町
月
よ
べ
遺
跡
」
『
昭
和
48
年
度
県
営
圃
場
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』

三
重
県

四
日
市
市
大
谷
遺
跡

洪
積
台
地

約
27
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
12
棟

1
1

小
玉
道
明
他
19
66
「
大
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ー
A
地
区
・
B
地
区
ー
」
『
四
日
市
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
2』
四
日
市
市
教
育
委
員
会
・
四
日
市
遺
跡
を
守
る
会
、

小
玉
道
明
19
76
「
大
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
IIー
C
地
区
の
遺
構
ー
」
『
四
日
市
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
11
』
四
日
市
市
教
育
委
員
会
、
伊
藤
洋
19
77
「
大
谷
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
III
ー
C
地
区
の
遺
物
ー
」
『
四
日
市
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
14
』
四
日
市
市
教
育
委
員
会

三
重
県

四
日
市
市
西
ヶ
広
遺
跡

洪
積
台
地
上

約
40
00

弥
生
時
代
後
期

1
3

大
型
土
坑
は
竪
穴
住
居
状
の
も
の
SK
10
7。
不
整
方
形
、
一
辺
2.
5

～
3.
0m
。
柱
穴
、
炉
な
し
。
平
底
。
深
さ
15
cm
。
中
型
土
坑
は

弥
生
土
器
出
土
。
古
墳
時
代
後
期
は
竪
穴
住
居
10
棟
、
土
坑
15
ヶ

所
（
全
て
大
型
の
も
の
）
。

小
玉
道
明
他
19
70
「
6.
西
ケ
広
遺
跡
」
『
東
名
阪
道
路
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
日
本
道
路
公
団
名
古
屋
支
社
・
三
重
県
教
育
委
員
会
、
小
玉
道
明
他
19
72
『
西
ケ
広

遺
跡
発
掘
調
査
報
告
ー
D
地
区
ー
』
四
日
市
市
教
育
委
員
会

三
重
県

四
日
市
市
永
井
遺
跡

台
地
上

約
28
00

弥
生
時
代
後
期

竪
穴
住
居
19
棟

0
0

弥
生
時
代
後
期
は
不
明
、
土
坑
の
報
告
な
し
。

小
玉
道
明
他
19
73
「
永
井
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
四
日
市
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

名
古
屋
市
三
王
山
遺
跡

洪
積
台
地

弥
生
時
代
後
期
～

竪
穴
住
居
10
棟

服
部
哲
也
19
91
「
三
王
山
遺
跡
発
掘
調
査
の
概
要
」
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

三
重
県

伊
勢
市

隠
岡
遺
跡

上
位
段
丘

25
00

弥
生
時
代
後
期
後
半
～
古
墳
時
代
前
期
初

頭
　
廻
間
Io
r前
半
入
る
か
？

竪
穴
住
居
22
棟
以
上

0
0

大
型
中
型
土
坑
は
報
告
で
は
な
い
。
平
安
時
代
後
半
の
遺
構
が
多
く

不
明
。

岩
中
淳
之
編
19
87
「
隠
岡
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
伊
勢
市
文
化
財
調
査
報
告
5』
伊
勢
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
9次
)

洪
積
台
地

12
00

弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
17
棟
（
寄
道
8棟
、
欠
山
9

棟
）

2
大
型
土
坑
は
特
殊
遺
構
1を
含
む
。
土
器
焼
成
坑
の
指
摘
あ
り
。

（
後
期
）

谷
沢
良
光
19
79
「
高
橋
遺
跡
第
九
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
報
告
17
』
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

春
日
井
市
町
田
遺
跡

沖
積
微
高
地

98
82

弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
25
棟
、
方
形
周
溝
墓
3基
（
弥

生
時
代
中
期
後
葉
）
、
他
に
SD
03

6以
上

1 以
上

土
坑
は
23
基
あ
る
が
半
分
以
上
古
代
以
後
。
SK
33
が
SB
07
を

切
っ
て
い
る
。
SK
45
が
SB
22
に
よ
り
切
ら
れ
て
い
る
。
住
居
に

伴
う
も
の
が
SB
16
。
土
坑
数
は
後
期
以
後
も
主
体
。
他
は
住
居
の

周
辺
に
多
い
。

神
谷
友
和
編
19
89
「
町
田
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
9集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

名
古
屋
市
見
晴
台
遺
跡
　
西
側
地
区
洪
積
台
地

弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
前
半

SB
55
棟

1
伊
藤
厚
史
・
野
口
泰
子
19
93
「
見
晴
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ー
遺
構
編
ー
」
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館

愛
知
県

名
古
屋
市
見
晴
台
遺
跡
　
中
央
地
区
洪
積
台
地

弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
前
半

SB
10
4棟

7
大
型
土
坑
の
内
2基
は
中
世
？

伊
藤
厚
史
・
野
口
泰
子
19
93
「
見
晴
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ー
遺
構
編
ー
」
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館

愛
知
県

名
古
屋
市
見
晴
台
遺
跡
　
東
側
地
区
洪
積
台
地

弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
前
半

8棟
6

伊
藤
厚
史
・
野
口
泰
子
19
93
「
見
晴
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ー
遺
構
編
ー
」
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館

愛
知
県

名
古
屋
市
見
晴
台
遺
跡
　
北
側
地
区
洪
積
台
地

弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
前
半

3棟
3

大
型
土
坑
は
縄
文
時
代
晩
期
の
可
能
性
あ
り
。

伊
藤
厚
史
・
野
口
泰
子
19
93
「
見
晴
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ー
遺
構
編
ー
」
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館

三
重
県

松
阪
市

川
原
表
B
遺
跡

丘
陵
斜
面

約
20
00

弥
生
時
代
後
期
初
頭

竪
穴
住
居
6棟

0
住
居
内
の
壁
際
土
坑
1基
（
長
径
1m
を
こ
す
）

西
田
尚
史
・
福
田
昭
19
90
「
中
部
平
成
台
団
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
」
松
阪
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

一
宮
市

八
王
子
遺
跡

沖
積
微
高
地

23
74
0

弥
生
時
代
後
期
前
葉
・
後
葉

（
前
葉
）
竪
穴
住
居
28
棟
、
掘
立
柱
建
物

1棟
、
（
後
葉
）
竪
穴
住
居
7棟

58
大
型
土
坑
は
12
基
＋
46
基
（
古
墳
時
代
前
期
を
含
む
）
。
H
b区
で

は
竪
穴
住
居
と
多
数
重
複
あ
り

樋
上
昇
編
20
01
「
八
王
子
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
92
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

三
重
県

朝
日
町

辻
子
遺
跡

丘
陵
開
谷
部

22
80
8

弥
生
時
代
後
期
前
半

竪
穴
住
居
7棟
、
水
田
2群
15
筆

8
大
型
土
坑
は
竪
穴
住
居
内
貯
蔵
穴
2基
含
む
。
SH
4・
5周
辺
に
集

中
す
る
が
遺
構
重
複
し
な
い
。

穂
積
裕
昌
・
角
正
淳
子
編
20
04
「
辻
子
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
22
7－
6』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

松
阪
市

堀
町
遺
跡

沖
積
平
野
微
高
地

14
92
6

弥
生
時
代
後
期
前
半

掘
立
柱
建
物
4棟
（
遺
構
の
削
平
を
受
け

て
い
る
。
集
落
の
中
心
部
と
外
に
も
あ

る
。
）

14
0

大
型
土
坑
の
内
1基
は
井
戸
SE
32
7。
掘
立
柱
建
物
と
は
重
複
し
な

い
。

小
濱
学
他
「
堀
町
遺
跡
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
12
3ー
7』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

弥生時代の大型土坑-東海地域を中心として-／蔭山
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県
名

市
町
村
名
遺
跡
名

立
地

調
査
面
積

時
期

竪
穴
住
居
等

大
型
土
坑

中
型
土
坑
備
考

文
献

愛
知
県

一
宮
市

山
中
遺
跡

沖
積
微
高
地

48
00
（
4次
と

5次
併
せ
て
）

弥
生
時
代
後
期
～
廻
間
I式

方
形
周
溝
墓
10
基

16
2

大
型
土
坑
は
SZ
10
・
SZ
11
と
SZ
13
の
内
部
主
体
と
し
て
検
出
さ

れ
て
い
る
。
他
に
SZ
10
に
楕
円
形
の
土
坑
5～
6基
。
中
型
土
坑
は

SZ
10
の
マ
ウ
ン
ド
か
ら
。

石
黒
立
人
編
19
93
「
山
中
遺
跡
II」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
45
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

松
阪
市

村
竹
コ
ノ
遺
跡
　
第
3次

沖
積
微
高
地

15
00

弥
生
時
代
後
期
～
廻
間
I式

竪
穴
住
居
11
棟
（
方
形
）

1
大
型
土
坑
は
井
戸
。

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
20
05
『
一
般
国
道
42
号
バ
イ
パ
ス
松
阪
・
多
気
発
掘
調
査
ニ
ュ
ー
ス
N
o.
19
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
20
05
「
村
竹
コ
ノ
遺
跡
（
第
3次
）
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

松
阪
市

村
竹
コ
ノ
遺
跡
　
第
2次

B
2区

沖
積
微
高
地

弥
生
時
代
後
期
～
廻
間
I式

竪
穴
住
居
3棟

4
大
型
土
坑
は
新
し
い
時
代
の
も
の
も
あ
る
か
。

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
20
05
『
一
般
国
道
42
号
バ
イ
パ
ス
松
阪
・
多
気
発
掘
調
査
ニ
ュ
ー
ス
N
o.
19
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
20
05
「
村
竹
コ
ノ
遺
跡
（
第
3次
）
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

春
日
井
市
勝
川
遺
跡
　
上
屋
敷
地
区

弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
時
代
前
期

方
形
周
溝
墓
22
基

0
0

愛
知
県

春
日
井
市
勝
川
遺
跡
　
南
東
山
地
区

弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
時
代
前
期

竪
穴
住
居
8棟

5以
上

大
型
土
坑
は
時
期
不
明

愛
知
県

名
古
屋
市
三
王
山
遺
跡

丘
陵
上

49
00

弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
時
代
前
期
初
頭
竪
穴
住
居
7棟
、
方
形
周
溝
墓

2
5

村
木
誠
編
19
99
「
三
王
山
遺
跡
(第
1～
5次
)」
『
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
40
』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

三
重
県

伊
勢
市

野
垣
内
遺
跡

河
岸
段
丘
縁
辺

10
00

弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
時
代
前
期
初
頭
竪
穴
住
居
21
棟
、
土
器
棺
墓
1基
、
方
形

周
溝
墓
4基

0
0

三
重
県
教
育
委
員
会
19
74
「
伊
勢
市
上
地
町
野
垣
内
遺
跡
」
『
昭
和
48
年
度
県
営
圃
場
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』

愛
知
県

清
洲
町

廻
間
遺
跡

沖
積
微
高
地

11
59
1

弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
時
代
前
期
前
半
竪
穴
住
居
75
棟
、
墳
丘
墓
5基

21
3

大
型
土
坑
の
内
2基
は
井
戸
（
竪
穴
住
居
と
分
布
は
重
複
あ
り
）
。
土
坑
9基

は
墳
丘
墓
SZ
01
に
隣
接
し
、
14
基
は
竪
穴
住
居
と
分
布
・
隣
接
・
重
複
す

る
。
土
器
集
積
4基
は
含
ま
ず
。
あ
ま
り
重
複
し
な
い
。

赤
塚
次
郎
編
19
90
「
廻
間
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
10
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県

関
市

砂
行
遺
跡

丘
陵
斜
面

11
25
0

弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
時
代
前
期
前
半
竪
穴
住
居
53
棟
、
掘
立
柱
建
物
1棟

0？
　
不
明

0？
　

成
瀬
正
勝
編
20
00
「
砂
行
遺
跡
」
『
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
65
集
』
財
団
法
人
　
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

三
重
県

名
張
市

城
屋
敷
遺
跡

河
岸
段
丘

20
00

弥
生
時
代
後
期
末
～
古
墳
時
代
前
期
前

半
、
廻
間
II式
位
ま
で

竪
穴
住
居
8棟

0
0

門
田
了
三
19
85
「
城
屋
敷
遺
跡
」
名
張
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

一
宮
市

三
ツ
井
遺
跡

沖
積
微
高
地

12
10
0

古
墳
時
代
前
期
後
半

1
大
型
土
坑
は
井
戸
で
、
溝
と
セ
ッ
ト
に
な
る
。

田
中
伸
明
・
鬼
頭
剛
編
「
三
ツ
井
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
87
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

豊
田
市

南
山
畑
遺
跡

洪
積
台
地

72
20

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
19
棟
、
掘
立
柱
建
物
2棟
、
方

形
周
溝
墓
1基

3
1

大
型
土
坑
は
性
格
不
明
遺
構
含
む
。
SK
17
が
1基
の
み
重
複
す

る
。
他
は
竪
穴
住
居
の
周
辺
5m
内
外
に
分
布
す
る
。
中
型
土
坑
は

性
格
不
明
遺
構
。

天
野
博
之
編
19
99
「
南
山
畑
遺
跡
」
『
豊
田
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第
10
集
』

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
1次
～
第
3

次
)

洪
積
台
地

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
28
棟

1
大
型
土
坑
は
住
居
と
の
重
複
は
な
い
。
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯

蔵
穴
が
あ
る
。

豊
田
市
郷
土
資
料
館
編
19
71
「
高
橋
遺
跡
」
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
4次
)

洪
積
台
地

32
40

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
13
棟

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

久
永
春
男
・
斎
藤
嘉
彦
他
19
69
「
高
橋
遺
跡
」
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
6次
)

洪
積
台
地

66
0

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
5棟

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

豊
田
市
郷
土
資
料
館
・
豊
田
市
郷
土
史
研
究
会
編
19
76
「
高
橋
遺
跡
第
六
次
調
査
概
報
」
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
報
告
11
』
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
7次
)

洪
積
台
地

18
00

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
6棟
以
上

0
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

松
井
孝
宗
19
77
「
高
橋
遺
跡
第
七
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
報
告
12
』
豊
田
市
教
育
委
員
会
・
豊
田
市
郷
土
史
研
究
会

愛
知
県

豊
田
市

高
橋
遺
跡
(第
8次
)

洪
積
台
地

13
90

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
4棟
以
上

1
中
型
土
坑
で
竪
穴
住
居
の
貯
蔵
穴
が
あ
る
。

松
井
孝
宗
19
78
「
高
橋
遺
跡
第
八
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
報
告
15
』
豊
田
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

名
古
屋
市
高
蔵
遺
跡
(第
34
次
・
第

39
次
)

洪
積
台
地

37
00

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
4棟

0
0

村
木
誠
編
20
03
「
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
46
高
蔵
遺
跡
(第
34
次
・
第
39
次
)」
『
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
60
』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

愛
知
県

清
洲
町

土
田
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
80
00

古
墳
時
代
前
期
初
頭

墳
丘
墓
9基

42
方
形
周
溝
墓
に
隣
接
す
る
。
SK
71
が
SZ
09
と
重
複
す
る
か
？

赤
塚
次
郎
編
19
87
「
土
田
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
2集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

一
宮
市

八
王
子
遺
跡

沖
積
微
高
地

23
74
0

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
59
棟
(廻
間
I式
)＋
8棟
(廻
間
II

式
)、
掘
立
柱
建
物
8棟
、
区
画
溝
あ
り

72
大
型
土
坑
は
26
基
＋
46
基
（
弥
生
時
代
後
期
を
含
む
）

樋
上
昇
編
20
01
「
八
王
子
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
92
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

三
重
県

玉
城
町

仲
垣
内
遺
跡

丘
陵
の
裾
部

40
0

古
墳
時
代
前
期
初
頭

竪
穴
住
居
1棟

0
0

三
重
県
教
育
委
員
会
19
79
「
度
会
郡
玉
城
町
仲
垣
内
遺
跡
」
『
昭
和
48
年
度
県
営
圃
場
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』

愛
知
県

清
洲
町
他
朝
日
遺
跡

沖
積
微
高
地

約
50
00
0

古
墳
時
代
前
期
初
頭
(V
I～
V
III
期
)

竪
穴
住
居
6棟
＋
9棟
(古
墳
時
代
)(
南
部
)

＋
1棟
(東
部
)

0 
(西
部
)

23
 (南
部
)

9 
(東
部
)

0 
(北
部
)

0 
(西
部
)

6 
(南
部
)

1 
(東
部
)

0 
(北
部
)

規
模
不
明
土
坑
が
、
12
(南
部
)＋
3(
東
部
)。
内
、
南
部
の
5基
は
複

数
時
期
。

石
黒
立
人
編
19
91
「
朝
日
遺
跡
I」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
30
集
』
財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

玉
城
町

勝
田
遺
跡

洪
積
台
地
縁
辺

50
0

古
墳
時
代
前
期
初
頭
、
廻
間
I～
II式

竪
穴
住
居
2棟

0
0

倉
田
直
純
・
東
浩
成
19
88
「
勝
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
82
』
三
重
県
教
育
委
員
会

三
重
県

津
市

中
鳶
遺
跡

洪
積
台
地

42
0

古
墳
時
代
前
期
初
頭
、
廻
間
I式

竪
穴
住
居
1棟

0
0

萱
室
康
光
19
77
「
中
鳶
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
14
』
津
市
教
育
委
員
会

三
重
県

伊
勢
市

中
楽
山
遺
跡
A
地
区

低
位
丘
陵
上

試
掘
グ
リ
ッ
ド

古
墳
時
代
前
期
初
頭
、
廻
間
I式

竪
穴
住
居
2棟

2
大
型
土
坑
は
未
完
掘
。
重
複
な
し
。

下
村
登
良
男
19
73
「
伊
勢
市
上
地
町
・
中
楽
山
」
『
昭
和
47
年
度
県
営
圃
場
整
備
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
4』
三
重
県
教
育
委
員
会

三
重
県

玉
城
町

赤
垣
内
遺
跡

丘
陵
の
裾
部

75
0

古
墳
時
代
前
期
初
頭
主
体

竪
穴
住
居
8棟
、
掘
立
柱
建
物
1棟

0
0

三
重
県
教
育
委
員
会
19
79
「
度
会
郡
玉
城
町
赤
垣
内
遺
跡
」
『
昭
和
48
年
度
県
営
圃
場
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』

愛
知
県

名
古
屋
市
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
I
洪
積
台
地

90
00

古
墳
時
代
前
期
初
頭
～
前
期
前
半

竪
穴
住
居
23
棟
、
方
形

58
弥
生
時
代
中
期
～
古
代
ま
で
の
土
坑
10
0基
の
内
大
型
土
坑
58
基

梅
本
博
志
編
19
90
「
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
（
I）
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
15
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

稲
沢
市

堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡

沖
積
微
高
地

71
00

古
墳
時
代
前
期
前
半

溝
1条

1
蟹
江
吉
弘
19
94
「
堀
之
内
花
ノ
木
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
52
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

愛
知
県

尾
西
市

西
上
免
遺
跡

沖
積
微
高
地

10
56
8

古
墳
時
代
前
期
前
半

竪
穴
住
居
1棟
、
　
墳
丘
墓
5基
、
溝
5

条
、
水
田
15
筆

3
竪
穴
住
居
は
廻
間
II式
。
大
型
土
坑
は
墳
丘
墓
と
重
複
す
る
。
住
居

と
は
重
複
し
な
い
。

赤
塚
次
郎
編
19
97
「
西
上
免
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
73
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

三
重
県

四
日
市
市
上
野
遺
跡

河
岸
段
丘

34
96

古
墳
時
代
前
期
前
半
、
廻
間
IIo
r後
半

竪
穴
住
居
11
棟

0
0

春
日
井
恒
19
91
「
上
野
遺
跡
」
『
四
日
市
市
遺
跡
調
査
会
文
化
財
調
査
報
告
書
V
I』
四
日
市
市
遺
跡
調
査
会

三
重
県

津
市

中
鳶
遺
跡

洪
積
台
地

42
0

古
墳
時
代
前
期
前
半
、
廻
間
II式

竪
穴
住
居
3棟

0
1

他
に
数
基
の
土
坑
あ
り
。

萱
室
康
光
19
77
「
中
鳶
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
14
』
津
市
教
育
委
員
会

三
重
県

津
市

新
畑
遺
跡
A
地
区

丘
陵
上

70
0

古
墳
時
代
前
期
前
半
、
松
河
戸
II式

竪
穴
住
居
9棟
（
内
1棟
は
円
形
周
溝
遺

構
）

5
5 ～
6

大
型
土
坑
の
内
3基
が
竪
穴
住
居
2棟
と
重
複
し
て
い
る
。
中
型
土

坑
は
竪
穴
住
居
内
の
壁
際
土
坑
4～
5基
を
含
む
。

吉
村
利
男
19
73
「
新
畑
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
7』
新
畑
遺
跡
発
掘
調
査
団

赤
塚
次
郎
編
19
84
「
勝
川
」
『
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
1集
』
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
松
原
隆
治
編
19
8 8

「
勝
川
遺
跡
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
3集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
松
原
隆
治
編
19
92
「
勝
川
遺
跡
III
」
『
愛
知
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
19
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
樋
上
昇
編
19
92
「
勝
川
遺
跡
IV
」
『
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

報
告
書
第
29
集
』
財
団
法
人
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー




